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剣
道
部
女
子 

 

東
播
大
会
優
勝 

１０
月
３･

４
日
（
土･

日
）
県
立

農
業
高
校
に
お
い
て
、
東
播
地

区
新
人
剣
道
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
校
剣
道
部
女
子
が
、

予
選
リ
ー
グ
前
年
度
優
勝
校

明
石
に
２
対
０
、
県
大
会
ベ
ス

ト
８
の
高
砂
南
に
１
対
１
の
引

き
分
け
で
予
選
リ
ー
グ
を
通
過

し
、
決
勝
リ
ー
グ
で
は
東
播
磨

高
校
、
加
古
川
東
高
校
に
勝
利

し
、
優
勝
し
ま
し
た
。 

 

剣
道
部
顧
問
の
小
西
先
生

に
伺
い
ま
し
た
。 

『
今
回
の
大
会
で
は
、
夏
の
試

合
の
反
省
を
生
か
し
、
「
目
の

前
の
相
手
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
相
手
に
対
し
て
も
、
心
を
動

か
さ
ず
勝
負
す
る
」
こ
と
を
課

題
に
戦
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ど
の
競
技
で
も
同
じ
で
す

が
、
試
合
で
は
な
か
な
か
平
素

の
力
を
発
揮
す
る
こ
と
は
難
し

い
の
で
す
が
、
決
勝
リ
ー
グ
、

加
古
川
東
高
校
戦
で
は
、
中
堅

の
伊
藤
が
見
事
な
出
ば
な
面
、 

    

 

大
将
を
務
め
た
繁
田
は
今
ま

で
に
決
め
る
こ
と
の
出
来
な

か
っ
た
鮮
や
か
な
返
し
胴
を

決
め
ま
し
た
。
優
勝
で
き
た

こ
と
は
部
員
一
同
大
変
嬉
し

く
感
じ
て
い
ま
す
が
、
何
よ

り
も
大
会
運
営
委
員
長
よ

り
、
「
試
合
内
容
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
所
作
や
態
度
が

立
派
で
あ
っ
た
。
」
と
御
好

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
剣

道
の
理
念
で
あ
る
「
礼
に
始

ま
り
礼
に
終
わ
る
。
」
と
い

う
、
相
手
の
事
を
尊
重
し
戦

う
こ
と
が
、
公
式
戦
の
場
で

で
き
た
こ
と
に
大
き
な
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
。
』 

          

剣
道
部
は
11
月
の
県
新
人

戦
に
お
い
て
も
、
技
術
・
人

間
性
の
両
面
を
更
に
磨
い

て
、
健
闘
し
て
く
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

運
動
部 

輝
く
健
闘
！ 

他
の
運
動
部
か
ら
も
続
々
と

東
播
大
会
や
県
大
会
の
朗
報

が
入
っ
て
来
ま
し
た
。 

【
陸
上
部
】 

男
子 

甲
斐
将
樹
千
五
百
・ 

五
千
ｍ
優
勝 

女
子 

日
坂
文
子
八
百
ｍ

優
勝 

【
水
泳
部
】 

兵
庫
県
高
校
ジ
ュ
ニ
ア 

 

築
山
望 

女
子
100
ｍ
平
泳

ぎ
優
勝 

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
】 

ダ
ブ
ル
ス
（
喜
多
山･

小
山
）

シ
ン
グ
ル
ス
（
今
尾
）
近
畿

大
会
出
場 

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
】 

ダ
ブ
ル
ス
（
平
野･

山
内
）

シ
ン
グ
ル
ス
（
広
瀬
）
近
畿

大
会
出
場 

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
】 

団
体･

ダ
ブ
ル
ス
（
仲
井
小

山
組
・
野
原
白
濱
組
）
県
大

会
出
場 

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
】 

団
体 

ダ
ブ
ル
ス
（
藤
田
富

田
組
・
砂
坂
西
川
組
）
県
大

会
出
場 

【
柔
道
部
】 

団
体
・
個
人
戦

66
ｋｇ

級 

中
島
俊
明
共
に
県
大
会
出

場 
 

     

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
】 

県
大
会
出
場 

【
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
】 

県
大
会
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
競
技 

齋
藤
有
紀
４
位 

近
畿
大

会
出
場 

       

自
己
創
造
講
演
会 

10
月
８
日
、
理
化
学
研
究
所

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
金
川

修
身
先
生
を
講
師
に
お
招
き
し

ま
し
た
。
本
格
的
な
理
系
講
演

と
あ
っ
て
、
専
門
用
語
が
飛
び

交
い
、
い
つ
も
と
違
う
緊
張
感

の
あ
る
い
い
雰
囲
気
の
講
演
会

で
し
た
。 

ちょっと一言 「多様性と相似性の中の創造性」という題で、上記講演が行われました。DNAについての話から、

世界に全く同じ人間が存在する確率や文武において両方とも最高レベルの力量を持てる可能性について、また、

ノーベル賞を具体例として世界的レベルに達するには、環境や運も大きく影響する等々のお話をいただきました。

｢世界に一つだけの存在である、個性を大切に｣｢高い目標を設定して｣「何事も努力なくしてはならない」「現在の勉

強が将来においての基礎となり、重要である」といったことをお教えいただきました。感想を聞きましたが、1 年生に

は難しかったようです。学年が進むほど理解が深く、さすがは上級生と、少しホッとしました。 

 

 
晴れやかな女子剣道部 

 
壁と戦う齋藤有紀 

 
パワーポイントを使って講演される金川先生 


